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議会だより　R4.2

◆
中
島
村
税
特
別
措
置

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
福
島
県
特
定
事
業
活

動
振
興
計
画
に
基
づ

く
村
税
の
特
例
に
関

す
る
条
例

2

　

令
和
３
年
12
月
中
島
村

議
会
定
例
会
は
、
12
月
９

日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の

６
日
間
の
会
期
で
開
会
し

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例

４
件
、
令
和
３
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算
８
件
、
合
計
12
件
の

議
案
等
が
村
長
か
ら
提
出

さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
12
月
13
日

に
3
名
の
議
員
か
ら
一
般

質
問
が
あ
り
、
村
政
を
質

し
ま
し
た
。（
※
一
般
質

問
は
Ｐ
５
か
ら
掲
載
）
ま

た
村
長
か
ら
人
事
案
件
が

１
件
、
産
業
建
設
委
員
会

か
ら
陳
情
１
件
を
追
加
議

案
で
審
議
し
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 令

和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正

予
算
な
ど

予
算
な
ど
1212
件
の
議
案
等
を
審
議

件
の
議
案
等
を
審
議

令和3年
第 4 回
定例会

◆
中
島
村
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
の
給
付

に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
中
島
村
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

特　別　会　計　名 補正前の額 補正額 補正後の額
令和３年度中島村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 5億5,074万1千円 5,899万4千円 6億973万5千円
令和３年度中島村簡易水道特別会計補正予算（第２号） 2億3,370万2千円 補正額はなく、財源を組み替え 2億3,370万2千円
令和３年度中島村土地造成事業特別会計補正予算（第２号） 2,363万9千円 1,589万円 3,952万9千円
令和３年度中島村農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号） 2億4,056万円 20万円 2億4,076万円
令和３年度中島村墓地特別会計補正予算（第１号） 5,697千円 14万7千円 584万4千円
令和３年度中島村介護保険特別会計補正予算（第３号） 4億5,289万9千円 9,343万3千円 5億4,627万2千円
令和３年度中島村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 4,831万8千円 14万3千円 4,846万1千円

■特別会計の補正予算	

議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

◆
令
和
３
年
度
中
島
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号)

　

既
定
予
算
か
ら
６
０
７
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
34
億
５
，
１
３
７
万
２
千
円
と
す
る
。

　

国
庫
支
出
金
８
７
７
万
８
千
円
、
県
支
出
金
２
７
８
万

円
、
諸
収
入
８
万
円
の
増
額
補
正
し
、
繰
入
金
１
，
７
７

０
万
８
千
円
を
減
額
補
正
す
る
。

○
総
務
費　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
訂
業
務
委

託
２
３
０
万
円　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
シ
ス

テ
ム
構
築
業
務
委
託
90
万
２
千
円　

〇
民
生
費　

国
保

特
別
会
計
操
出
金
４
６
０
万
２
千
円　

介
護
保
険
特
別

会
計
操
出
金
１
，
０
３
１
万
２
千
円　

子
ど
も
子
育
て

シ
ス
テ
ム
改
修
費
72
万
１
千
円　

〇
衛
生
費　

第
３
回

目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
経
費

７
３
８
万
５
千
円
。
〇
商
工
費　

感
染
症
対
策
支
援
事

業
１
２
９
万
１
千
円　

〇
土
木
費　

登
記
委
託
料
18
万

円　

〇
消
防
費　

人
件
費
11
万
円　

〇
教
育
費　

英
語

指
導
助
手
報
酬
64
万
円　

〇
保
健
体
育
費
（
給
食
）　

光
熱
水
費
２
８
４
万
３
千
円

◆
令
和
３
年
度
中
島
村
国
民
健
康
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　県
支
出
金
２
，３
４
０
万
円　

繰
入
金
４
６
０
万
２
千

円　

繰
越
金
３
，０
９
９
万
２
千
円（
増
額
補
正
）

療
養
給
付
費
等
２
，３
４
０
万
円

議
決
さ
れ
た
条
例

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
可
決

　
原
案
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
そ
の
他
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
原
案
ど
お

　
り
可
決
（
下
表
の
と
お
り
）

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の
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解体が終わった役場分庁舎跡

農道長寿命化事業（中島地区）

大欠堰災害復旧工事

取
得
・
補
償
業
務
）
〇
吉

岡
橋
橋
梁
補
修
工
事
（
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助
事
業

・
繰
越
明
許
分
完
了
、
令

和
３
年
度
分
12
月
発
注
）

〇
吉
子
川
小
学
校
屋
上
防

水
改
修
工
事
（
10
月
中
旬

発
注
）
〇
中
島
中
学
校
ト

イ
レ
改
修
工
事
（
11
月
下

旬
発
注
）
〇
大
欠
堰
災
害

復
旧
工
事
・
元
村
岡
ノ
内

地
区
単
独
災
害
復
旧
工
事

・
改
善
セ
ン
タ
ー
体
育
館
災

害
復
旧
工
事（
11
月
発
注
）

そ
の
他
の
事
務
、
事
業
等

も
、
年
度
内
完
了
に
向
け

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

〇
65
歳
以
上

　
１
回
目
95
・
９
％

　
２
回
目
95
・
０
％

〇
12
歳
か
ら
64
歳

　
１
回
目
89
・
６
％

　
２
回
目
88
・
７
％

〇
全
体

　
１
回
目
４
，
０
９
１
人

　
　
　
　

92
・
３
％

　
２
回
目
４
，
０
４
９
人

　
　
　
　

91
・
８
％

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
集
団
接
種
を
予
定
し

て
お
り
、
２
月
開
始
を
目

指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

２
回
目
接
種
を
令
和
３
年

７
月
末
ま
で
に
終
え
た
方

に
12
月
６
日
意
向
調
査
票

を
送
付
し
、
順
に
接
種
券

を
送
付
す
る
。

　

出
穂
期
に
低
温
や
台
風

の
影
響
で
不
稔
が
心
配
さ

れ
た
が
、
水
稲
の
作
柄

は
「
平
年
並
み
」
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
本
県
産
米

の
価
格
は
、
東
京
電
力
福

島
原
子
力
発
電
所
事
故
以

来
、
風
評
被
害
の
影
響
を

受
け
苦
戦
し
て
い
る
中
、

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
等
の
影
響

で
特
に
業
務
用
米
の
需
要

が
低
下
し
在
庫
が
増
加
し

た
結
果
、
米
価
が
大
幅
に

下
落
し
、
稲
作
農
家
の
生

産
意
欲
の
減
退
を
危
惧
し

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
率

（
12
月
１
日
現
在
）

米
価
が
大
幅
に

�

下
落

工
事
等
の
進
捗

�

状
況

中
止
し
た
行
事

各
行
事
の

�

開
催
状
況

〇
役
場
分
庁
舎
解
体
工
事

（
10
月
発
注
）
〇
保
育
所

改
修
工
事
（
６
月
発
注
）

〇
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
（
村
内
７
地
区
）

〇
中
小
企
業
者
一
時
金
給

付
事
業
（
11
月
末
、
50
事

業
者
）
〇
農
道
長
寿
命
化

事
業
（
５
路
線
、
９
月
下

旬
発
注
）
〇
滑
津
後
山
線

改
良
工
事
（
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
、
12

月
発
注
）
〇
二
子
塚
町
畑

線
歩
道
設
置
事
業
（
用
地

陳
情
・
請
願

人
事
案
件

行
政
報
告

中
島
村
教
育
委
員
の
任
命

鈴
木
由
美
子
氏（
二
ツ
山
）

※
任
期
は
令
和
３
年
12
月

22
日
か
ら
４
年

　

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
に
関
す
る

陳
情
（
白
河
民
主
商
工
会

会
長 

二
宮 

三
樹
男
）

　
原
案
ど
お
り
同
意

　
　
継
続
調
査

　

９
月
28
日
、
輝
ら
里
で

「
敬
老
会
」
が
昨
年
に
引

き
規
模
縮
小
し
、
高
齢
者

や
米
寿
、
金
婚
や
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
表
彰
者
に
限
定

し
開
催
さ
れ
た
。

　

第
33
回
ふ
く
し
ま
駅

伝
は
、
11
月
21
日
に
２
年

ぶ
り
に
白
河
か
ら
福
島

ま
で
の
16
区
間
で
行
わ
れ

た
。
中
島
村
チ
ー
ム
は
５

時
間
53
分
４
秒
で
総
合
39

位
、
村
の
部
７
位
で
あ
っ
た
。

中
学
生
選
手
の
育
成
、
強

化
に
取
り
組
ん
で
き
た
成

果
が
発
揮
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
か
ら
延
期
と

な
って
い
た
令
和
３
年
成
人

式
は
、
11
月
27
日
に
輝
ら

里
で
67
名
に
成
人
証
書
を

渡
し
、
成
人
の
お
祝
い
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

例
年
開
催
し
て
い
た「
な

か
じ
ま
の
里
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バル
」、「
な
か
じ
ま

輝
ら
×
２
秋
ま
つ
り
」、「
マ

レ
ー
シ
ア
・
イ
ナ
ナ
ム
・
セ

カ
ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
生
徒

招
聘
」
等
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
、
中
止
や
延
期
と

な
っ
た
。



　
　
原
案
可
決

　
　
原
案
可
決

　
　
原
案
可
決

　
　
原
案
可
決

歳
入

歳
出

　
　
原
案
可
決

　
　
原
案
承
認

　
　
原
案
可
決

　
　
原
案
可
決

　
　
原
案
承
認

　
　
原
案
可
決
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号)

　

既
定
予
算
額
に
４
，
３

７
３
万
５
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
34
億
５
，
７

４
４
万
２
千
円
と
す
る
。

　
　
　
国
庫
支
出
金
で
子

育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
費
補
助
金
４
，

３
７
３
万
５
千
円
（
増
額

補
正
）

　
　
　
民
生
費　

子
育
て

世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
及

び
事
務
経
費　

４
，
３
７

３
万
５
千
円（
増
額
補
正
）

　

令
和
４
年
第
１
回
中
島

村
議
会
臨
時
会
が
１
月
18

日
（
会
期
は
１
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
村
長
よ

り
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、

補
正
予
算
が
１
件
の
２
件

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

4

　（
増
額
補
正
）
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付

事
業
補
助
金
４
，
０
５
０

万
円
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
２
０
０
万
円

　（
増
額
補
正
）
民
生
費　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
４
，
２
５
０
万

円

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

既
定
予
算
額
に
６
，

３
０
０
万
２
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
35
億
５
，

６
８
７
万
４
千
円
と
す
る
。

（
増
額
補
正
）
地
方
交
付

税
５
，
５
０
３
万
１
千
円
、

国
庫
支
出
金
５
，
９
８
９

７
万
６
千
円
、
県
支
出
金

60
万
円

（
減
額
補
正
）
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
５
，
２
５
０

万
５
千
円

（
増
額
補
正
）
〇
総
務
費　

番
号
制
度
対
応
業
務
委
託

に
２
７
３
万
３
千
円　

〇

民
生
費　

非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金
関
連
経

費　

４
，
５
０
１
万
２
千

円
、
臨
時
福
祉
給
付
金

１
２
０
万
円　

〇
教
育
費

教
師
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

購
入
等　

１
，
３
９
２
万

５
千
円

歳
入

歳
出

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

　

令
和
3
年
第
２
回
中
島

村
議
会
臨
時
会
が
11
月
10

日
（
会
期
は
1
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
議
会
で
は
、
村
長

よ
り
専
決
し
た
補
正
予
算

の
承
認
１
件
、
工
事
請
負

変
更
契
約
締
結
が
１
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
が
１

件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て

　

令
和
3
年
9
月
27
日
に

専
決
処
分
し
た｢

令
和
3

年
度
中
島
村
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
５
号)｣

の
承

認
を
求
め
る
も
の

◆
令
和
２
年
度
吉
岡
橋
橋

梁
補
修
工
事
請
負
変
更
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
度
吉
岡
橋
橋

臨　
　

時　
　

会

令
和
３
年

第
２
回
臨
時
会

梁
補
修
工
事
（
繰
越
）
に

つ
い
て
、
10
月
29
日
請
負

変
更
仮
契
約
を
締
結
し
た
。

変
更
前
請
負
額

�

７
，６
４
５
万
円

変
更
後
請
負
額

�
８
，０
０
０
万
８
０
０
円

◆
令
和
３
年
度
中
島
村
一

般
会
計
補
正
予
算(
第
6

号)

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
額
に
３
０
０

万
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
34
億
１
，３
７
０
万
７

千
円
と
す
る
。

（
増
額
補
正
）
歳
入　

国

庫
支
出
金　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
補
助
金

3
０
０
万
円

（
増
額
補
正
）
歳
出　

衛

生
費　

３
回
目
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
委
託
料
3
０
０
万
円

令
和
３
年

第
３
回
臨
時
会

　

令
和
３
年
第
３
回
中
島

村
議
会
臨
時
会
が
11
月
30

日
（
会
期
は
１
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
村
長
よ

り
条
例
改
正
に
関
す
る
案

件
３
件
、
補
正
予
算
が
１

件
の
４
件
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

･
期
末
手
当
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
村
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◆
令
和
3
年
度
中
島
村
一

般
会
計
補
正
予
算(

第
7

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て

　

12
月
17
日
に
専
決
処
分

し
た｢

令
和
３
年
度
中
島

村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号)｣

の
承
認
を
求

め
る
も
の

※
令
和
３
年
度
中
島
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
9

号
）
既
定
予
算
額
に
4
，

２
５
０
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
34
億
9
，
３

８
７
万
２
千
円
と
す
る
。

令
和
４
年

第
１
回
臨
時
会
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今
年
の
米
の
価

　
　

格
は
平
成
26
年
以

来
７
年
ぶ
り
に
１
万

円
を
切
っ
た
。
農
家
は

シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
ず
、

や
る
気
を
失
う
声
ば
か

り
と
聞
く
。
令
和
３
年

産
の
米
価
格
の
下
落
に

伴
い
、
水
稲
農
家
等
へ

の
助
成
事
業
等
の
計
画

は
あ
る
の
か
。

　
　
　

米
の
価
格
の
下

　
　

落
に
対
し
て
、
米

農
家
の
支
援
と
し
て
水

田
利
活
用
促
進
事
業
の

交
付
額
上
限
、
10
ａ
当

た
り
１
万
円
の
交
付
が

で
き
な
い
か
。

　
　
　

米
価
格
の
下
落

　
　

緩
和
の
た
め
の
転

換
作
物
に
対
し
、
令

和
３
年
度
の
村
水
田
利

活
用
促
進
事
業
の
今
年

度
の
取
組
状
況
と
交
付

　

支
援
策
は
検
討
し
、
米

価
下
落
に
対
す
る
助
成
事

業
を
行
わ
な
く
て
は
い
け

な
い
。
国
、
県
か
ら
の
支

援
対
応
策
や
助
成
事
業
の

動
向
、
Ｊ
Ａ
や
買
取
事
業

者
の
追
加
払
い
の
有
無
な

ど
を
注
視
し
、
速
や
か
に

支
援
対
応
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
村
水
田
利
活

用
促
進
事
業
の
取
組
は
飼

料
用
米
が
約
60

 

ha
、
備

蓄
米
が
約
95

 

ha
、
大
豆

が
約
１

 

ha
、
合
計
約
1

５
６

 

ha
で
あ
る
。
前
年

度
比
較
で
約
65

 

ha
増
加

し
、
約
1.7
倍
で
あ
る
。
今

年
度
の
交
付
見
込
額
は
総

額
約
8
２
０
万
円
、
10
ａ

当
た
り
５
，
２
５
０
円
で

あ
る
。

　

過
去
10
年
間
、
米
価
格

が
下
が
り
続
け
、
さ
ら
に

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
不
測
の

事
態
が
発
生
し
、
２
年
連

続
で
下
が
っ
た
。
水
田
利

活
用
促
進
事
業
に
よ
っ
て
、

主
食
用
米
と
転
換
作
物
の

飼
料
用
米
、
備
蓄
米
及
び

大
豆
等
を
作
付
し
た
農
家

の
10
ａ
当
た
り
の
価
格
が

今
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
本
来
の
水
田
利
活
用

推
進
事
業
の
目
的
と
乖
離

し
た
状
況
で
あ
る
。
７
割

が
主
食
用
米
、
約
３
割
が

転
換
作
物
で
あ
る
。
来
年

以
降
は
、
転
換
作
物
に
対

す
る
助
成
が
厳
し
く
な
る

答 小林　均議員速やかに支援対応ができるよう検討している。

問 米価格の下落に伴い、水稲農家への米価格の下落に伴い、水稲農家への
助成事業の計画はあるのか。助成事業の計画はあるのか。

村　

長

村　

長

企
画
振
興
課
長

見
込
額
に
つ
い
て
問
う
。

再

答 交付見込額は総額約820万円、
10ａ当たり5,250円である。

問 水田利活用促進事業の水田利活用促進事業の
上限交付はできないのか。上限交付はできないのか。

が
、
転
換
作
物
に
こ
の
助

成
制
度
を
支
援
継
続
す
る

と
、
主
食
用
米
を
作
付
し

て
い
る
水
稲
農
家
の
方
と

の
均
衡
が
取
れ
な
い
。

　

今
後
は
対
応
幅
を
広
げ

る
と
か
、
水
稲
、
主
食
用

米
の
ほ
う
の
価
格
下
落
に

対
す
る
支
援
策
も
検
討
し

た
い
。

　
　
　

村
の
水
田
利

　
　

活
用
促
進
事
業

が
今
と
な
っ
て
主
食

用
米
生
産
農
家
と
転

換
作
物
生
産
農
家
と

で
格
差
が
で
る
状
況

と
な
っ
て
は
、
不
公

平
の
部
分
も
あ
る
。

今
後
は
主
食
用
米
の

安
定
化
に
向
け
て
こ

の
政
策
も
見
直
す
考

え
も
必
要
に
な
る
と

考
え
る
。

　

中
島
村
は
米
の
生

産
基
盤
が
確
保
さ
れ

て
い
る
の
で
、
今
後

も
米
生
産
が
持
続
で

き
る
よ
う
な
政
策
に

一
層
の
ご
努
力
を
お

願
い
す
る
。

意見
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答 小室　重克議員
有効幅員２メートル、歩行者及び自転車が通行
できる歩道設置の構想をもっている。

問 中学校正面門前道路の中学校正面門前道路の
　　　　　　　拡幅計画は？　　　　　　　拡幅計画は？

6

　
　
　

役
場
・
中
学
校

　
　

正
面
門
・
給
食
セ

ン
タ
ー
輝
ら
キ
ッ
チ
ン

に
通
ず
る
道
路
拡
幅
等

に
つ
い
て
、
平
成
30
年

の
定
例
会
一
般
質
問
で
、

村
長
が
「
地
権
者
と
話

し
合
い
な
が
ら
今
後
、

進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
進
捗

状
況
、
道
路
拡
幅
計
画

の
幅
員
・
距
離
の
規
模

及
び
財
源
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

ご
み
収
集
所
の

　
　

設
置
管
理
運
営
は

各
地
区
で
清
掃
・
分
別

が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て

感
心
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
資
源
ご
み

無
断
持
ち
去
り
行
為
が

後
を
絶
た
な
い
。
白
河

地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
に
対
策
を
講
じ

る
よ
う
お
願
い
し
た
い

が
、
各
地
区
に
監
視
員

の
委
嘱
及
び
監
視
カ
メ

ラ
計
画
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答 広域圏が定期パトロールを強化することで検
討している。

問 資源ごみ無断持ち去り行為の資源ごみ無断持ち去り行為の
対策は？対策は？

　

現
在
ま
で
直
接
的
な
話

合
い
は
持
っ
て
い
な
い
。

道
路
等
の
整
備
を
進
め
る

に
は
、
国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し

た
い
た
め
、
滑
津
・
後
山

線
の
道
路
拡
幅
事
業
と
二

子
塚
・
町
畑
線
の
歩
道
設

置
事
業
完
成
が
見
込
め
る

時
期
に
地
権
者
と
の
話
合

い
を
進
め
た
い
。
県
道
棚

倉
矢
吹
線
の
交
差
点
か
ら

東
側
の
童
里
夢
公
園
前
ま

　

監
視
員
の
設
置
は
、
地

区
ご
と
に
設
置
す
る
こ
と

を
検
討
し
た
が
、
ご
み
の

持
ち
去
る
者
へ
の
指
導
等

に
あ
た
り
現
場
で
の
ト
ラ

ブ
ル
や
そ
の
対
処
法
な
ど
、

監
視
員
へ
の
負
担
も
大
き

く
、
ま
た
法
整
備
も
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在

は
広
域
圏
が
定
期
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化
す
る
こ
と
で

検
討
し
て
い
る
。
監
視
カ

村　

長

村　

長

で
の
有
効
幅
員
２
メ
ー
ト

ル
、
歩
行
者
及
び
自
転
車

が
通
行
で
き
る
歩
道
設
置

の
構
想
を
持
っ
て
い
る
。

メ
ラ
の
設
置
は
、
設
置
に

よ
る
効
果
は
期
待
で
き
る

も
の
の
、
個
人
情
報
上
の

課
題
も
あ
り
、
現
状
で
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

私
は
、
監
視

　
　

カ
メ
ラ
は
非
常

に
有
効
だ
と
思
う
。

個
人
情
報
と
か
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
地
域

住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
持
ち
去
っ
た

人
の
車
の
ナ
ン
バ
ー

や
車
の
形
と
か
、
そ

れ
を
役
場
に
報
告
し

て
、
広
域
圏
に
連
絡

を
す
る
と
か
で
き
る
。

　

地
域
住
民
が
少
し

で
も
管
内
地
域
で
資

源
ご
み
を
利
用
し
て

ほ
し
い
、
税
金
や
村

の
負
担
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
と
思
い
を

込
め
て
分
別
し
て
置

い
た
も
の
を
、
持
ち

去
る
行
為
を
な
く
す

た
め
に
、
広
域
圏
整

備
組
合
と
協
議
し
な

が
ら
お
願
い
し
た
い
。

意見

　
　
　

こ
の
辺
は
輝

　
　

ら
キ
ッ
チ
ン
、
中

学
校
、
役
場
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里

な
ど
代
表
的
な
施
設
が

立
ち
並
ぶ
重
要
な
エ
リ

ア
で
あ
る
。
安
全
面
で

歩
道
だ
け
で
整
備
し
て

も
不
安
が
あ
る
と
思
う

が
、
村
長
の
考
え
は
？

再　

県
道
か
ら
の
侵
入
が
大

変
狭
く
、
事
業
計
画
す
る

段
階
で
、
交
通
量
と
子
供

た
ち
の
安
全
確
保
も
十
分

考
慮
し
な
が
ら
計
画
を
組

ん
で
い
き
た
い
。

村　

長

狭い中学校正門前道路
（県道矢吹棚倉線側）

地域で管理されている
ごみ収集所
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２
年
続
く
新
型

　
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

農
産
物
の
販
売
不
振
、

外
食
産
業
の
悪
化
か
ら

令
和
３
年
産
主
食
用
米

の
大
幅
下
落
、
原
油
高
、

生
産
資
材
、
肥
料
、
飼

料
の
値
上
げ
な
ど
、
営

農
者
は
三
重
苦
に
陥
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
が
続
け
ば
、
離
農

者
が
出
る
の
で
は
と
懸

念
さ
れ
る
。
農
業
の
展

望
な
ど
の
話
合
い
を
中

核
担
い
手
と
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　

今
後
の
具
体
的

　
　

な
話
合
い
の
場
は

ど
の
よ
う
に
持
っ
て
い

く
の
か
。

　

中
核
担
い
手
と
な
る
村

認
定
農
業
者
は
現
在
81
経

営
体
、
う
ち
法
人
５
事
業

所
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
活
動
内
容

が
自
粛
さ
れ
、
農
政
情
報

提
供
の
み
で
各
地
区
の
農

業
経
営
者
と
の
話
合
い
の

場
を
設
け
る
こ
と
を
見
合

わ
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
こ

　

新
規
就
農
希
望
者
が
安

心
し
て
就
農
で
き
る
よ
う

に
、
県
や
関
係
機
関
と
と

も
に
営
農
指
導
や
計
画
支

援
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、

答 椎名　康夫議員
現在、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から活動が
自粛されているが、多方面からの情報提供・収集に努めている。

問 農業の展望などの話合いを中核農業の展望などの話合いを中核
担い手と行っているのか。担い手と行っているのか。

村　

長

村　

長

答 農業の魅力、将来性をよく理解し、安心して
農業に取り組めるように支援していく。

問 新規就農者への支援策、将来を担う新規就農者への支援策、将来を担う
若い世代の就農者の育成は？若い世代の就農者の育成は？

　
　
　

い
か
に
若
い

　
　

世
代
が
農
業
に

興
味
を
持
ち
、
目
を

向
け
て
く
れ
る
か
。

ま
ず
は
地
域
に
お
い

て
話
合
い
を
持
っ
て
、

将
来
の
方
向
性
を
し

っ
か
り
と
構
築
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

農
家
、
Ｊ
Ａ
、
村
と

三
位
一
体
と
な
っ
て

将
来
の
村
づ
く
り
、

農
業
を
守
る
等
の
知

恵
を
出
し
合
っ
て
努

力
し
て
ほ
し
い
。

意見

　

村
で
は
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
認

定
農
業
者
、
農
家
の
方
と

の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、

農
地
の
集
約
、
遊
休
農
地

の
解
消
、
担
い
手
の
育
成

企
画
振
興
課
長

れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て

の
話
合
い
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
新

規
就
農
希
望
者
の
相
談
や

営
農
に
関
す
る
多
方
面
か

ら
の
情
報
提
供
に
努
め
、

就
農
の
後
押
し
が
で
き
る

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
。

の
３
つ
を
取
り
上
げ
て
話

し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

話
合
い
の
事
前
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
、

農
家
の
悩
み
や
土
地
の
貸

借
、
営
農
方
法
、
ど
の
よ

う
に
経
営
を
継
い
で
い
き

た
い
の
か
と
、
そ
う
い
っ

た
情
報
を
集
約
し
て
、
図

面
上
に
落
と
し
な
が
ら
地

域
の
皆
様
と
話
合
い
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

新
規
就
農
者
へ

　
　

の
支
援
策
、
将
来

を
担
う
若
い
世
代
の
就

農
者
の
育
成
、
確
保
は

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

地
域
農
業
を
守
れ
る
よ
う

担
い
手
の
育
成
と
確
保
の

両
立
を
実
現
し
た
い
。

　

新
規
就
農
者
を
開
拓
す

る
こ
と
は
、
村
に
課
せ
ら

れ
た
課
題
で
あ
る
。
農
業

の
魅
力
、
将
来
性
な
ど
を

よ
く
理
解
で
き
な
い
と
若

い
人
た
ち
は
農
業
に
就
け

な
い
。

　

先
進
事
例
、
先
進
地
の

視
察
、
講
演
を
聴
く
な
ど

し
て
農
業
の
魅
力
を
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
、
新
規

就
農
者
は
生
ま
れ
な
い
。
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中
島
村
議
会
で
は
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を

迎
え
た
昨
年
、
12
月
6
日

か
ら
8
日
ま
で
、
東
北
の

復
興
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
我
々
が
向
か
っ

た
の
は
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
で
す
。
福
島
県
は
、

地
震
の
被
害
だ
け
で
な
く
、

廃炉、汚染水対策の説明を聞く

廃炉作業状況を見る

トリチウム以外の放射性物質を規制基準以下まで取り除い
た「ALPS処理水」を手に取って確認する木村秋夫議員

処理水を貯留するフランジ型タンク

高台では高い線量を示す

帰還困難区域（大熊町）荒れ果てた水田（大熊町）

福
島
第
一
原
子
力

�

発
電
所

震
災
復
興
視
察
研
修

震
災
復
興
視
察
研
修

も
う
も
う
1010
年
、
ま
だ

年
、
ま
だ
1010
年
…
年
…

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
り
さ
ら
に
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

廃
炉
が
進
む
中
、
国
は

昨
年
４
月
に
１
０
０
万
ト

ン
以
上
の
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
」
を
、
福
島
県
沖
の

太
平
洋
に
放
出
す
る
計
画

を
承
認
し
ま
し
た
。
村
議

会
で
は
、
そ
の
前
年
の
令

和
２
年
9
月
定
例
会
に
お

い
て
、
処
理
水
の
陸
上
保

管
を
求
め
、
水
蒸
気
放
出

及
び
海
洋
放
出
に
強
く
反

対
す
る
意
見
書
を
国
に
提

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

震
災
復
興
視
察
研
修
の
ス

タ
ー
ト
は
こ
こ
か
ら
と
な

り
ま
し
た
。

　

富
岡
町
の
廃
炉
資
料
館

に
到
着
後
、
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
福

島
復
興
本
社
の
守
副
代
表

か
ら
説
明
を
受
け
、
福
島

第
一
廃
炉
推
進
カ
ン
パ

ニ
ー
の
阿
部
バ
イ
ス
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
、
復
興
推
進
室

石
井
副
室
長
も
同
行
の
も

と
、
用
意
さ
れ
た
大
型
バ

ス
で
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
に
到
着
す
る
と
構
内
を

歩
く
職
員
の
服
装
は
軽
微

な
服
装
で
し
た
。
我
々
も

警
報
付
き
ポ
ケ
ッ
ト
線
量

計
を
つ
け
る
以
外
、
普
段

着
で
し
た
。
多
核
種
除
去

設
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
関
連
施

設
の
外
観
を
視
察
後
、
１

号
機
か
ら
４
号
機
ま
で
見

渡
せ
る
高
台
に
移
動
す
る

と
数
分
後
に
ポ
ケ
ッ
ト
警

報
器
か
ら
警
報
が
鳴
り
ま

し
た
。
線
量
は
74
・
９
μ

sv/h

で
し
た
。
環
境
が

大
幅
に
改
善
し
て
い
る
と

言
っ
て
も
い
ま
だ
に
高
い

線
量
で
し
た
。

　

国
道
６
号
線
か
ら
見
え

る
大
熊
町
の
帰
還
困
難
区

域
は
、
復
興
工
事
の
ト

ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
が
行
き

交
う
中
、
道
路
脇
の
バ
リ

ケ
ー
ド
の
奥
に
は
人
影
も

な
い
家
屋
が
立
ち
並
び
、

取
り
壊
し
さ
れ
て
い
る
家

屋
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
廃
炉
作
業
は
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
で
す
。

　

一
刻
も
早
い
復
興
・
再

生
に
向
け
た
取
り
組
み
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

帰
還
困
難
区
域
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福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
を
で
て
、
復
興
道
路

（
三
陸
沿
岸
道
路
）
を
通

行
し
、
大
槌
町
波
板
海
岸

の
上
皇
ご
夫
妻
ゆ
か
り
の

「
三
陸
花
ホ
テ
ル
は
ま
ぎ

く
」
に
向
か
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
前
身
の
浪
板
観
光
ホ
テ

ル
時
代
の
１
９
９
７
年
、

宿
泊
し
た
上
皇
ご
夫
妻
が

ホ
テ
ル
に
咲
く
ハ
マ
ギ
ク

小国部長 ( 左から 2人目 )

“さんてつ”に乗り込む議員

大槌町旧庁舎跡地

気仙沼震災復興を語る尾形氏

震
災
の
教
訓
を
伝
え
、

語
り
継
い
で
い
く

度
重
な
る
災
害
を
乗
り

越
え
た
三
陸
鉄
道

震
災
を
風
化
さ
せ
て
は

い
け
な
い
想
い

三
陸
沿
岸
道
路
全
面
開
通

仙
台
～
八
戸
（
３
５
９
km
）

を
気
に
入
ら
れ
、
山
崎
龍

太
郎
前
社
長
（
津
波
で
ホ

テ
ル
の
３
階
ま
で
浸
水
、

宿
泊
客
の
救
出
対
応
に
あ

た
り
犠
牲
と
な
っ
た
。
）

が
宮
内
庁
に
苗
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
震
災
後
、
皇
居

に
咲
く
ハ
マ
ギ
ク
と
ご
夫

妻
が
テ
レ
ビ
で
流
れ
、
被

災
関
係
者
に
大
き
な
勇
気

を
与
え
、
そ
の
名
前
を
ホ

テ
ル
に
つ
け
て
復
興
し
た

有
名
な
ホ
テ
ル
で
す
。

　

ホ
テ
ル
の
小
国
営
業
部

長
か
ら
震
災
当
時
の
話
な

ど
聞
き
ま
し
た
。
ハ
マ
ギ

ク
の
花
言
葉
が
「
逆
境
に

立
ち
向
か
う
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
町
も
次
々
と
整

備
さ
れ
、
復
興
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

大
槌
町
で
お
地
蔵
さ
ん

と
小
屋
が
あ
る
ク
ロ
ー

バ
ー
が
い
っ
ぱ
い
の
広
場

に
つ
き
ま
し
た
。
こ
こ
は

津
波
で
40
人
の
町
職
員
が

犠
牲
に
な
っ
た
旧
役
場
庁

舎
跡
地
で
す
。
亡
く
な
ら

れ
た
役
場
職
員
の
方
々
を

悼
む
た
め
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
後
日
に
＂
反
省
と

教
訓
〟の
看
板
が
設
置
さ

れ
る
そ
う
で
す
。
震
災
の

教
訓
を
伝
承
す
る
場
と
し

て
今
後
、
本
格
的
な
環
境

整
備
を
進
め
る
と
聞
き
ま

し
た
。

　

震
災
後
、
盛
（
大
船
渡

市
）
～
久
慈
間
１
６
３
・

０
km
の
リ
ア
ス
線
を
運
行

す
る
日
本
最
長
の
第
三
セ

ク
タ
ー
路
線
と
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
台
風
19

号
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
打
撃
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ハ
ー
ド
面
で

は
災
害
に
強
い
路
線
、
ソ

フ
ト
面
で
は
ア
イ
デ
ィ
ア
、

安
全
の
確
保
な
ど
取
り
組

ん
で
い
る
特
色
あ
る
路
線

で
し
た
。

　

気
仙
沼
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
震
災
復
興
語

り
部 

尾
形
幹
男
氏
か
ら

震
災
当
時
の
津
波
の
映
像

や
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
用

い
て
震
災
を
体
験
し
た
気

仙
沼
の
仲
間
た
ち
の
想
い

や
生
死
を
彷
徨
っ
た
話
な

ど
、
震
災
を
風
化
さ
せ
て

は
い
け
な
い
想
い
で
今
を

伝
え
未
来
を
見
据
え
語
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
発
生
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
災
害
に
備
え
る

た
め
、
過
去
の
経
験
を
教

訓
に
し
対
策
を
講
じ
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
研

修
で
し
た
。
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　松崎地区は､ 阿武隈川に沿って位置し､ 大池､ 横池､ 踊り
池があり、水と緑に囲まれた自然豊かな地区です｡ 秋は ｢鷹
の巣｣ の紅葉､ 冬は毎年大池に飛来する白鳥が､ 夕日を背景
に優雅に飛んでいる姿は､ とても心癒やされる瞬間です｡ また、
松崎部落には石山と呼ばれている山頂に､ 石川県に総本社を
持つ ｢白山比咩神社｣ が有ります｡ 初詣や願い事がある際に
は､ ぜひ参拝して見てはいかがでしょうか。
　松崎行政区は､ 68 戸で構成され 10 組に編成されています｡
部落役員を中心に､ 他の各種団体がそれぞれの活動を実施す
る事により､ 伝統行事を継承し維持しています｡ 特に櫓保存
会については､ 小学生に太鼓を教え盆踊り大会では練習の成
果を披露し､ 大会を盛り上げてくれています。

　昨年を振り返りますと、新型コロナ感染拡大と減
少、東京オリンピック、衆議院選挙と目まぐるし
く、忙しい年であった気がします。

「行政区長に聞く」は村内各11地区のＰＲなどを交えて各行政区長に紹介していただきます。

１　松崎地区のＰＲをお願いします。１　松崎地区のＰＲをお願いします。

「行政区長に聞く」6回目
　全11回

２　村、議会に望むことを教えてください。２　村、議会に望むことを教えてください。 ３　未来の区の夢を教えてください。３　未来の区の夢を教えてください。

松崎行政区長

國井　泰幸さん
〈64歳〉

議会だよりへのご意見をお寄せください。議会だよりへのご意見をお寄せください。
FAX 0248－52－2449
メール gikai@vill-nakajima.jp

　　  中　島　村　議　会
〒961-0192　福島県中島村大字滑津字中島西11-1

電話 0248－52－3486

発行

　中島村の人ロは､ここ数年の間に急速に減少が進み､5,000人
を割っているのが現状です｡いろいろな理由があると思いますが､
何らかの対策を考えて行かないと減少傾向に歯止めが掛からな
いと思います｡そこで､それぞれの｢業｣の付く業種別に､JA・大学・
高校等と協力し専門のプロジェクトチームを結成し､5年・10年・15
年後の有るべき姿を設定し住民が流出しない村づくり､他から移
住したいと思えるような､魅力のある村づくりをしてほしいです。

　松崎地区内にも､ 太陽光発電のパネル設置が目につく様に
なりました。時代の流れで仕方ないのかと思いますが､ 少し
でも耕作を放棄し､ 荒れた田畑や山林を再生する為に､ 区内
に組織を作り、｢体験型農林業｣ をめざしたい。目的達成の
ため、県外から参加者を募り、そして一人でも参加者の中か
ら将来松崎部落に移住してくれる人がいてくれればいいと思
います。

　 編 集 後 記

住民の声
こ え

白河市

矢吹町

泉崎村

石川町

松崎行政区

議会のうごき議会のうごき

11　

月

10日 ・議会運営委員会、議会全員協議会、　令和３年第２回臨時会
17・18日 ・定期監査
24日 ・定期監査講評
25日 ・例月出納検査
２７日 ・50周年祭子どもの国の発表会（祝電）

３０日 ・議会運営委員会、議員全員協議会、　令和３年第３回臨時会

12　

月

６日 ・令和３年度議員行政視察研修（～８日）
９日 ・12月定例会開会、産業建設常任委員会
１３日 ・12月定例会　一般質問、条例
１４日 ・12月定例会　補正予算

12
月

２２日 ・第４回組合議会定例会
23日 ・例月出納検査

１　

月

４日 ・新年あいさつ（議長、副議長）
６日 ・市町村長及び議会議長との合同新年会
8日 ・令和４年成人式（議長）

9日 ・令和４年消防団出初式（議長）　安全祈願祭（議長）

１8日
・令和３年第２回定例会　補正予算・陳情
・議会運営委員会、議会全員協議会、
　令和４年第1回臨時会

１９日 ・広報編集委員会

２５日 ・例月出納検査

　今年こそ良い年になるよう願っていましたが、
困ったことに、またコロナ感染が驚異的なスピー
ドで広まっています。今まで以上に、３密を避
け、マスク、手洗い、うがいを心がけて感染予防
に努めていきます。� （菅野）


